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こ
こ
3
年
間
で
担
当
し
た

対
象
者
は
短
期
を
含
め
て
4

人
で
あ
る
。
内
訳
は
交
通
保

護
観
察
が
2
人
、
傷
害
が
1

人
、
大
麻
が
1
人
で
、
対
象

者
は
す
べ
て
20
才
前
後
の
若

者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の

世
代
の
人
た
ち
は
ス
マ
ホ
を

連
絡
手
段
と
し
て
使
う
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
か
ら
様
々
な

情
報
を
得
た
り
、
発
信
し
た

り
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
使
っ

て
い
る
。
昭
和
の
世
代
と
大

き
く
違
う
と
感
じ
る
の
は
、

文
字
を
読
ん
で
理
解
し
行
動

に
移
す
と
い
う
一
見
当
た
り

前
の
こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ホ

や
テ
レ
ビ
か
ら
目
や
耳
を
通

し
て
入
る
映
像
や
音
楽
は
人

の
脳
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る

の
で
、
そ
こ
に
文
字
を
読
ん

で
考
え
る
と
い
う
思
考
回
路

が
発
生
し
な
い
の
が
一
因
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

交
通
保
護
観
察
対
象
者
に

は
事
故
の
文
や
図
を
読
ま
せ

て
対
処
法
を
考
え
さ
せ
る
作

業
が
あ
る
。
対
象
者
の
中
に

は
書
い
て
あ
る
内
容
を
読
ん

で
理
解
す
る
の
が
苦
手
で
、

書
い
て
あ
る
こ
と
を
要
約
し

て
説
明
で
き
な
い
人
も
い

た
。
ま
た
最
後
に
感
想
文
を

書
か
せ
る
の
で
あ
る
が
、
文

章
を
組
み
立
て
て
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
ま
と
も

な
作
文
に
す
る
指
導
に
は
時

間
が
か
か
っ
た
。
欲
し
い
情

報
を
ス
グ
に
得
ら
れ
る
ス
マ

ホ
は
便
利
が
い
い
反
面
、
活

字
を
読
ん
で
理
解
し
、
考
え

て
か
ら
行
動
す
る
力
を
阻
害

す
る
。
即
、
結
論
を
求
め
る

た
め
に
相
手
に
対
し
て
イ
ラ

イ
ラ
し
て
暴
力
を
ふ
る
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
や

す
い
の
で
は
と
危
惧
す
る
昨

今
で
あ
る
。

高
槻
市
に
お
世
話
に
な
っ

て
早
56
年
に
な
り
ま
す
。
私

が
小
学
校
4
年
の
時
に
撮
影

さ
れ
た
航
空
写
真
を
見
れ

ば
、
学
校
の
周
り
は
田
ん
ぼ

だ
ら
け
、
中
学
校
の
入
学
式

は
新
し
い
学
校
で
体
育
館
の

完
成
が
間
に
合
わ
ず
、
廊
下

で
の
入
学
式
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
新
聞
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
国
鉄
高
槻

駅
南
側
の
都
市
開
発
が
始
ま

り
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
1
号

館
、
2
号
館
、
3
号
館
が
で

き
2
号
館
は
松
坂
屋
に
な

り
、
駅
の
反
対
側
に
は
西
武

が
建
ち
、
関
西
で
は
異
色
の

街
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
に

入
る
こ
ろ
に
は
、
高
槻
市
は

近
隣
で
一
番
の
街
だ
と
友
達

に
自
慢
し
た
も
の
で
す
。

今
思
う
と
、
高
槻
の
発
展

と
と
も
に
成
長
し
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
私
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
の
は
、
サ
ッ
カ
ー

と
の
出
会
い
で
す
。
小
学
校

5
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
ま
し
た
。
先
生
と
チ
ー
ム

メ
イ
ト
に
恵
ま
れ
、サ
ッ
カ
ー

に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
高
槻

は
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

で
全
国
大
会
に
出
場
す
る
学

校
が
多
く
輩
出
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
「
東
の
清
水
、
西

の
高
槻
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
知
ら
ん

け
ど
　
笑
）

大
人
に
な
っ
て
か
ら
当
時

の
先
生
方
か
ら
、「
な
み
は

や
国
体
開
催
の
時
の
サ
ッ

カ
ー
競
技
が
芝
生
の
競
技
場

で
出
来
た
の
は
、
君
た
ち
の

活
躍
の
お
か
げ
や
」
と
言
わ

れ
た
と
き
は
、
素
直
に
う
れ

し
く
思
い
、
高
槻
の
発
展
の

一
助
に
な
れ
た
か
と
思
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
高
槻
市
と
共

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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五
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春
寒
や
フ
レ
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け
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散
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し

難
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棚
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生
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春
浅
し
チ
ャ
イ
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に
吾
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帰
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残
雪
の
隙
間
に
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の
た
く
ま
し
き
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わが家にみかんの木が一本ある。毎年冬になると孫達と
みかん狩りをするのが恒例になっていたが、ここ数年実らな
くなってしまった。最近は、買ってきたみかんを木に突き刺し、
野鳥達が来るのを待っている。ヒヨドリが、大胆に食べたあと
メジロもやってくる。食事しながら窓ごしに見える鳥達に癒さ
れる冬のひとときです。（三）
昨年10月頃から、激しい寒暖差の日が続いています。畑

の秋冬野菜にとっては、甘みが増して良いのですが、人間
は「寒暖差アレルギーや寒暖差疲労」など、体調を崩す人
が急激に増えたそうです。私も先日「ぎっくり腰」になりました
が、その原因の一つは寒暖差らしいです。人間は気候の変
動に弱い生き物ですね。（関）
今月は、生活環境調整の追報告書の提出月です。彼の
生活環境調整担当は、今回で3度目（本人の入所は4度目）
である。引受人が父親から母親に変わった。すべて満期釈
放のため、一度も保護観察はしていないし、本人との面識が
ない。しかし引受人とは永年何回も環境調整しているうちに
親しくなった。今回満期釈放になる時期は、私の保護司退
任と同じくする。そろそろ引受人に往訪の連絡をしよう。（西）

「
高
槻
市
に
お
せ
わ
に
な
っ
て
」

芥
川
・
清
水
・
樫
田
地
区

宮
　
﨑
　
二
三
夫

私
の
保
護
観
察
日
記

【１面】新年度のご挨拶　大阪保護観察所長　古山正成
【２面】三箇牧・如是地区特集
【３面】第２回自主研修会・第四期定例研修会・新年互礼会報告・退任挨拶・人事消息・保護司数
【４面】会員文芸欄・あとがき

水
仙
の
芽
出
し
た
ば
か
り
の
庭
さ

き
で
早
く
も
感
じ
る
花
茎
の
気
品

月
一
度
研
究
会
へ
杖
つ
い
て
花
を

い
け
れ
ば
心
晴
や
か

　
　
　
　
名
誉
会
員
　
澤
　
田
　
浩
　
子

稽
古
か
ら
帰
る
夜
道
に
オ
リ
オ
ン
の

凍
て
つ
く
姿
し
ば
し
見
惚
れ
る

あ
れ
！
な
ん
で
？
わ
た
し
は
こ
こ
に
い

る
の
だ
ろ
た
ま
に
体
験
時
空
の
ワ
ー
プ
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〒 569-0065 高槻市城西町4番6号 会長　松　本　　　大
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引き続き、
皆様方のお力添えを！

随　
　

筆

大阪保護観察所

所　長 古　山　正　成
高槻地区保護司会の皆様方には、平素から更生保

護の諸活動に御尽力いただき、誠にありがとうござい
ます。特に、この3年間、コロナ禍において様々な面で
制約がある中、不安を抱えながらも目の前の犯罪や非
行をした人の立ち直りのため、熱心に活動を続けてこ
られたことに改めて感謝申し上げます。
さて、近年の犯罪情勢を見ますと、令和4年には刑

法犯認知件数が20年ぶりに前年比増加となり、これ
は、コロナ禍が社会の分断や孤立化の助長などに拍車
を掛けてきた結果ではないかと考えられます。また、刑
法犯検挙人員に占める再犯者の比率である「再犯者

率」は約５割の高水準で推移しており、引き続き、再犯
防止が大きな課題となっております。
このような中で、保護観察対象者等の再犯・再非行

を防止し、社会復帰を支えていくという、更生保護に
期待される社会的役割は、ますます重要となってきて
います。「地域に戻り立ち直ろうとしている人」が、様々
な形で「地域の人」と出会い、その人たちとのつながり
において、地域での「居場所」を見いだしたり、それま
でには思いもよらなかった人生の可能性を見いだした
りして、立ち直っていけるのではないかと思っていま
す。今、地域でこのような役割を担っていただいており
ます保護司の皆様の活動は、地域社会の安全・安心
のために欠かすことのできないものとなってきておりま
す。
保護観察所といたしましても、皆様方と一緒に、地

域の安全・安心のために精一杯努めてまいりたいと考
えておりますので、引き続き、皆様方のお力添えをよろ
しくお願い申し上げます。

シ
　
ボ

119

桜にメジロ
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日　　時　令和5年12月12日（火）13：30～15：30
会　　場　高槻市地域福祉会館3階　研修室
研修課題　「ディスカッション」
　　　　　　～保護司面接実態についての意見交流～

第２回 自主研修会 第四期 定例研修会
日　　時　令和6年2月9日（金）13：30～15：30
会　　場　高槻市地域福祉会館3階　研修室
研修課題　第2回自主研修会「ディスカッション」について
講　　師　大阪保護観察所　中村暢子　保護観察官

新年互礼会

地区の先輩お二人が訪問くださって繋がった
ご縁です。「保護司？？」勉強してからと話し
ている間に「大丈夫ですよ」と不安なままの辞
令の伝達・研修。不安は解決しないで保護司活
動が始まりました。
対象者は、ほとんどが未成年の少年でした。

対象者の出産の知らせにかけつけて赤ちゃんと
対面。輝く笑顔の対象者。「わーい、がんばっ
たね。すごい！　おめでとう」を２度経験。
守る生命が彼女たちをしっかり自立させてく

れたことを実感しています。
「どう生活していきたいの？　困ったことな

い？　待ってるよ」重い口から出た本音を聞
き、認めること、うれしいを一緒に喜び笑いま
した。保護観察の解除後も、お子さんの成長を
メールや電話で知らせてくれるご縁。
地区会や研修会で「あんまり無理せんでいい

よ」と励ましてくださった先輩、困っていると
すてきな言葉を贈ってくださったり、活動を支
えてくださったりと繋がったご縁の数々。あり
がとうございました。今後もよろしくお願いし
ます。

◆地域の位置
　高槻市域の南西部に位置し、西は茨木市、南は摂津市に隣接し
ています。拙い手書きの概略図をご覧いただきますとお分かりの
通り、五つの中学校（北より川西中学校、如是中学校、第三中学
校、柳川中学校、第七中学校）の地域を担当しています。

◆二つの地区について
　現在の保護司の人数は、総数17名（三箇牧９名、如是８名）で
す。
　両地区は２年毎、交互に地区長・副地区長を選出して地区の運
営を行っております。
　両地区とも歴史的に自然災害に見舞われる所であり、直近では
平成30年の大阪北部地震、同年の台風21号と甚大な被害に遭遇し
たことは、まだまだ記憶に新しいところであり、能登半島地震の
報道に接しますと心が痛みます。

◆保護司活動の拠点
　概略図に記載しております「玉川牧田コミュ
ニティセンター」にて、会議・意見交換等随時
活動しております。

◆中学校との交流会
　平成14年７月、高槻の北部にあったフラワー
パークにて初めて開催し、中学校から12名、保
護司は14名が参加し、静かな環境で忌憚のない
意見交換ができました。
　以降、回を重ね令和５年度は、第三中学校に
て開催いたしました。保護司会からは「少年事
例」を紹介し、学校側からは学校の現状を報告
いただき、グループ討議を行いました。生徒数
の減少が著しく、クラブ活動がままならないこ
と、登校が困難な生徒が一定数存在することな
ど、社会課題を身近に考える機会を得ました。

◆“社会を明るくする運動”地域集会
　また、“社会を明るくする運動”地域集会も
会場は第三中学校をお借りし、まず学校から生
徒の活動紹介ビデオを鑑賞した後、「少年非行
について」龍谷大学非常勤講師、西村重則先生
から講演をいただきました。
　地域集会では、更生保護女性会からも支援を
いただき大変お世話になりました。

地域連携活動の紹介




おつかれさまでした
このたび定年で退任されましたのでご挨拶をお願いしました。
退任後のますますのご活躍を期待申し上げます。

保
護
司
会
員
数

地
区
会
別

在　籍　数
定数　１００名〔高 槻 保 護 区〕

高 槻 ・ 大 冠
芥 川・清 水・樫 田
富 田 ・ 阿 武 野
五 領 ・ 磐 手
三 箇 牧 ・ 如 是
島 本

73名
10名
13名
13名
12名
17名
8名

（令和6年3月1日現在）地区別保護司数


人　事　消　息 （敬称略）

〔退任〕…………　令和6年1月24日付

烏　野　正　代（五領・磐手地区）

三箇牧・如是地区

地域の紹介

地域活動

ご縁をいただいて
五領・磐手地区　烏野　正代

日　時：令和6年1月18日（木）18：00～20：00
会　場：宴どころ　つきの井　参加者：40名


